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第 13回新電極触媒シンポジウム&宿泊セミナー 

テーマ：高活性と高耐久性を両立する触媒を目指して (Ⅵ) 

 

1. 趣旨概要 

触媒学会燃料電池関連触媒研究会では燃料電池に関連した触媒技術を研究対象とし，高活性/高耐久性触媒，低

コスト化を含めた触媒合成法，触媒の反応機構と基礎物性，評価/解析技術等，燃料電池用触媒に関する学術情報

交換を行っています．新電極触媒シンポジウム&宿泊セミナーでは燃料電池用電極触媒に関する最近の研究開発

状況と今後の展開について講演頂くと同時に，ナイトセッションでは参加者が親しく情報交換するのが大きな特

色です．したがいまして，あらゆる分野からの参加者を歓迎いたします．2030 年度以降の FCV 仕様に関し，昨

年，課題共有フォーラムが開催され，日本における FCV の真の実用化に向けた新しい取り組みが開始されまし

た．この新たな目標仕様に対し，触媒の高活性化と高耐久化を同時に達成することは前例がない取り組みであり，

触媒材料に関わる研究開発者は自らその道を切り開いていく必要があり，その責任の重要性を感じております． 

さて第 13回宿泊セミナーでは早稲田大学の関根先生から「海外と日本の水素社会に向けた取り組み」，日立ハ

イテクノロジーズの矢口氏から「雰囲気制御 TEM を用いた Pt 系触媒のその場観察」，日清紡 HD の岸本氏から

「非 Pt 系炭素担体に担持した Pt 系触媒の酸素還元活性」，東北大学の徳増先生から「MO を用いた MEA で生じ

る物質拡散現象の解析」，日産アークの今井氏から「燃料電池部材の分析事例」，東京大学の杉野先生から「燃料

電池反応がなぜ白金で高効率で起こるのか」および AGC 株式会社の平居氏から「次世代 PEFC に向けたフッ素

系電解質材料の研究開発」と題して講演して頂きます．ポスターセッションでは電極触媒に限定せず，燃料電池

に関連する研究を広く募集します．学生の方には優秀ポスター賞を用意しておりますので，奮ってご参加くださ

い． 

 

主催(予定): 触媒学会 (燃料電池関連触媒研究会)，燃料電池開発情報センター，FC懇談会 

協賛(予定): 日本表面真空学会，大阪科学技術センター，電池技術委員会，水素エネルギー協会 

シンポジウム&宿泊セミナー準備委員会: 燃料電池関連触媒研究会世話人有志 

 

2. 開催日時と会場 

・日時: 2020年 10月 23日 (金) 13:00～2020年 10月 24日 (土) 12:00 

・会場: 〒411-0032 静岡県三島市末広町 21-9 東レ総合研修センター  TEL: 055-980-0333  

https://plus.google.com/116295045839993185703/about?gl=jp&hl=ja  

 

3. 参加申し込み 

・参加申し込みとポスター発表申し込み締め切り: 10月 2日 (金) 17:00 

・発表要旨の締め切り: 10月 9日 (金) 17:00 (要旨集の印刷ができなくなりますので厳守願います) 

A4 用紙 1 枚にフリーフォーマットでタイトルと所属を明記の上，下記大門までメールで送付してください． 

・参加費 (内税): 一般会員 18,000 円, 一般非会員 25,000円, 学生 3,000円, 当日現金払い, 領収書お渡し 

・宿泊費: 7,000円 (夕食・朝食込み, 宿泊施設は研修センター内にあります), 当日現金払い, 領収書お渡し 

・参加申し込み方法と問合せ先 

氏名, 所属, 連絡先 (住所, 電話番号, メールアドレス)，宿泊の有無およびポスター発表の有無を明記の上，

下記大門までメールでお申し込みください．ご質問等も，大門までお願いいたします． 

同志社大学 大門メールアドレス: rs-dh21@mail.doshisha.ac.jp  

電話番号: 090-4749-6596 

 

https://plus.google.com/116295045839993185703/about?gl=jp&hl=ja
mailto:rs-dh21@mail.doshisha.ac.jp
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4. セミナー内容 

◇ 1日目 10/23 (金) 

13:00～13:10  開会の辞 

・セッションⅠ 招待講演 (研修棟 2階「大研修室」) 

13:10～14:10 海外と日本の水素社会に向けた取り組み (早稲田大学 関根 泰先生) 

14:10～15:10 雰囲気制御 TEMを用いた Pt系触媒のその場観察 (日立ハイテクノロジーズ 矢口 紀恵氏) 

15:10～15:30 休憩 

15:30～16:30 非 Pt系炭素担体に担持した Pt系触媒の酸素還元活性 (日清紡 HD 岸本 武亮氏) 

16:30～17:30  MOを用いたMEAで生じる物質拡散現象の解析 (東北大学 徳増 崇先生) 

17:30～18:30 夕食 (ダイニング棟 2階) 

・セッションⅡ ポスター発表 (センター棟 2階「多機能室」) 

18:30～20:30  ポスターセッション 

20:30～22:30  自由討議 

◇ 2日目 11/24 (土) 

7:30～8:30  朝食 (ダイニング棟 2階) 

・セッションⅢ：招待講演 (研修棟 2階「大研修室」) 

8:30～9:30 燃料電池部材の分析事例 (日産アーク 今井 英人氏) 

9:30～10:30  燃料電池反応がなぜ白金で高効率で起こるのか (東京大学 杉野 修先生)  

10:30～10:50  休憩 

10:50～11:50 次世代 PEFCに向けたフッ素系電解質材料の研究開発 (AGC株式会社 平居 丈嗣氏) 

11:50～12:00 閉会の辞 

 

5. 東レ総合研修センターへのアクセス 

〒 411-0032 静岡県三島市末広町 21-9 TEL: 055-980-0333 

JR 三島駅北口より徒歩 12 分 タクシーでワンメーター  

https://plus.google.com/116295045839993185703/about?gl=jp&hl=ja  

 

https://plus.google.com/116295045839993185703/about?gl=jp&hl=ja

